
●平成１4年４月１４日（石川県輪島市・日本陸連公認競歩コース）
日本選手権第４１回全日本競歩大会
種目　一般女子の部２０ｋｍ 田中久美子（2年） 第１０位

●平成１４年７月６日（男鹿市・男鹿半島）
男鹿駅伝（A・B・Cチーム出場）
Aチーム 第5位
区間賞 第3位 沼澤　伸壽（1年）（右写真）

●平成１４年７月１２日～１４日（岩手県営運動公園）
岩手県陸上競技選手権大会
優勝 ４×１００ｍリレー（右写真）

右から　竹田 和生（3年）
日下 博一（2年）
小澤 慎二（2年）
佐藤 智則（2年）

第3位 ３０００ｍ障害 遠藤 和幸（3年）
三段跳 山陰 洋佑（2年）

宮城県陸上競技選手権大会（宮城野原公園総合運動場）
優勝 ５０００ｍウォーク　田中 久美子（2年）

福島県陸上競技選手権大会（福島総合運動公園）
優勝 棒高跳 鈴木 悠佑（2年）
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新入生学外オリエンテーシ
ョンが、4月19日～20日（1泊2
日）に国立岩手山青年の家で
実施されました。これは、教養
演習の一環として、入学早々
に１泊２日の寝食を共にする学
外研修によって、学生間はもと
より教職員との交流を通し新
入生が早く大学生活に順応で
きるようにするという目的で行
われています。
初日は、開会式に続き、約2

時間程ゼミ毎のミーティングを
行いました。テーマは、「大学
生活への期待や不安」、「将来
の目標」、また「友情について」
や「学習について」など屈託の
ない話し合いがなされ、交流も
深められました。
その後のプログラムは、創作
活動です。自らの手で「忍び
駒」や「チャグチャグ馬っ子」を
作り上げる喜びを体験しまし

た。（上載写真：制作風景）
夕食後、学生・教職員が一

同に会し、学友会の上級生の
進行のもとにクイズやゲームが
行われ、賞品獲得に一喜一憂
しながら楽しい時を過ごしまし
た。
翌日は朝食の後、教員2名

によるリレー講話が行われ、続
いてゼミ対抗のスポーツ交流
で汗を流しました。昼食後の
閉会式では各ゼミの代表によ
る感想発表、各教員からのコ
メントが発表され終了となりま
した。
実施後のアンケート結果か

らほぼ全員の学生が好感を
持ったことが分かり、学生同士
がそれぞれ友人となりゼミ担
当の先生とも交流を深めるこ
とが出来たと思われます。今
後の充実した学生生活が期
待されます。

五月晴れとなった5月16日

（木）、教養演習旅行が実施され

ました。これは、新入生全員を対

象に、ゼミ担当教員及び新入生相

互の親睦を図ると同時に、大学生

活を送ることになる岩手県内を

知ってもらうことを目的に、日帰

りのバス旅行として毎年実施し

ているものです。

今年のコースは、盛岡コース

（あさ開工場見学・わんこそば・小

岩井農場）、げいび渓コース（げ

いび渓舟下り・太陽と風の家）、八

幡平コース（八幡平頂上散策・小

岩井農場）の3コースが選ばれ、

各ゼミが希望するコースに参加

して実施されま

した。

学生のアンケ

ート結果では、

「今回の旅行に

満足しました

か」の問いに

90％以上の学

生が満足したと

レディースルームは、女子学生からの要望に応え、6号館2階の学生

ホールに設置されたものです。このレディースルームでは、昼食をとっ

たり、空時間におしゃべりをしたりなど、くつろげる場として女子学生に

有効に使用してもらえるように工夫した他、個室のパウダールーム（化

粧室）を設置しました。

また、5号館・6号館の女子トイ

レも改修工事をしました。

今回改装した女子トイレは、淡い

ピンク色を基調に、大きな鏡にオ

シャレな洗面台が付けられ明るく

清潔な雰囲気となりました。

9月3日（火）の東京を皮切りに、6地区で父母懇談会を開催します。その地

区のOBからの体験談や学業・生活相談などが行われます。ご父母の皆様に

は、ぜひご出席くださいますようご案内申し上げます。

9月3日（火） 関東地区父母懇談会（東京）

アルカディア市ヶ谷〈私学会館〉

9月4日（水） 北関東地区父母懇談会（宇都宮）

関東チサンホテル宇都宮

9月5日（木） 福島県地区父母懇談会（郡山）

郡山ビューホテルアネックス

9月6日（金） 宮城県地区父母懇談会（仙台）

仙台ガーデンパレス

9月14日（土）北東北地区父母懇談会（岩手・秋田）

富士大学〈681スロープ教室〉

9月21日（土）青森県地区父母懇談会（青森）

青森グランドホテル

～賢治のまちから～

第2回高校生童話大賞
レディースルーム登場！！

父母懇談会

■学外オリエンテーション
■教養演習旅行
■富士大スポーツ
■東北総体結果
■スポーツフェスティバル
■留学生１３名の夢
■図書館司書講習
■ＯＢからの一言
■大学周辺清掃奉仕

宮下結花さんから
■吉林農業大学交流
■エクステンション
センター発足
■ベンチャービジネス
調査研究プロジェクト

■ミニ国体代表選手紹介
■平成１３年度富士大学決算
■レディースルーム登場
■第２回高校生童話大賞
■父母懇談会
■花巻まつり

この紙は再生紙を使用しております。

400年以上前からつづく伝統

の花巻まつり（今年は9月13日

から15日まで開催）がもうすぐ

やってきます。

本学の花巻まつりの参加は今

年で26回目となります。毎年の

行事ですが、学生が参加しやすい

ように工夫を凝らし楽しく参加し

本学があるここ花巻市は宮沢

賢治生誕の地であり、ここで数々

の童話が生まれました。賢治の童

話にはこの地に実在するものや

風景などがいくつもあります。そ

こで昨年度から本学が事務局と

なって、NHKや各新聞社等の後

援をうけて全国の高校生から童

話を募集する「～賢治のまちから

～高校生童話大賞」とい

う事業を始めました。

第1回目の昨年は、北

は北海道から南は沖縄ま

で、全国各地の高校生か

ら1268篇もの応募があ

り、大賞1篇、優秀賞3篇、

佳作8篇の入賞者を決定

し、12月に本学において

盛大に表彰式を行いまし

た。

第2回となる今年度は、

6月1日から9月14日ま

での期間で作品の募集を行って

います。今年度も多くの高校生が

夢のある童話作りを通して、様々

な事柄に意欲を出し、物事に主体

的、創造的に取り組むきっかけに

してもらえればと思っています。

今年度の結果については12月に

本学ホームページ上でお知らせ

します。

教養演習旅行

、

答えました。「友人との交流をも

てましたか」の問いには、95％の

学生が学生相互の交流があった

と見ることができます。「ゼミ担

当の先生と親睦を図れましたか」

という問いには、97％の学生が

「親睦が図れた」と答えました。ま

た、「印象に残った場所は」の問い

には｢小岩井農場」「げいび渓舟

下り」「わんこそば」「あさ開（工

場見学）」などがあげられました。

このように満足できたという評

価が多く、楽しい旅行となったこ

とで、さらに楽しい大学生活が送

れることでしょう。

平成14年花巻まつり

●連絡先は広報室まで ｜｜｜｜ 原 久雄（広報室長）井手 俊一（広報室課長）小田桐 憲仁・高橋 直樹・千葉 夕里

皆さんのご意見、ご希望をどしどしお寄せ下さい。

広報委員会よりお知らせ
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E-mail kouhou@fuji-u.ac.jp

●平成１４年５月３日～４日 （北上市・展勝地球場）
東北地区春季リーグ戦　2勝1敗1分　準優勝
富士大学 2－4 仙台大学 富士大学 3－3 東北福祉大学
富士大学１２－1 宮城教育大学 富士大学 8－0 盛岡大学　

●平成１４年５月２４日～２６日（青森県）
第２４回北海道東北地区大学選手権大会
準優勝
準決勝　富士大学１０－0 盛岡大学
決勝　　富士大学 1－2×仙台大学

陸上競技

ソフトボール

●平成１４年５月１７日～１９日（花巻市・スポーツキャンプ村）
第３回東北地区大学サッカー選手権大会
２回戦 富士大学４－０盛岡大学
準々決勝 富士大学０－５八戸大学

サッカー

●平成14年５月１９日（岩手県営武道館）
東北学生柔道体重別選手権大会
優　勝 －４８ｋｇ級　佐藤 瑞穂（2年）

－５７ｋｇ級　有賀 由希（3年）
－７８ｋｇ級　釼持栄美子（3年）

準優勝 ＋７８ｋｇ級　竹内 由香（3年）
第3位 －５２ｋｇ 佐藤 直（1年）

柔　　道

●平成１４年５月２５日～２６日（塩釜市体育館）
東北学生春季リーグ戦
男子 第2位 第３戦 富士大学４－３東北福祉大学

第４戦 富士大学０－４青森大学
女子 第3位 第４戦 富士大学４－３いわき短期大学

第５戦 富士大学４－０東北福祉大学
敢闘賞 大関　　敦（４年）

酒井　由貴（３年）

卓　　球

●平成１４年５月２５～２６日（秋田経済法科大学体育館）
第２６回北奥羽地区大学バスケットボール競技大会
男子 １回戦 富士大学１４３－４７弘前学院大学

２回戦 富士大学７４－９２青森大学
女子 優勝 準決勝 富士大学９８－３１秋田大学

決　勝 富士大学９２－６６岩手大学

バスケットボール

●平成１４年４月２３日～5月２０日（宮城県営宮城球場他）
東北地区大学春季リーグ戦
準優勝 富士大学
受賞者 首位打者賞／橋本 譲二（3年）

ベストナイン 投手／西谷 啓希（2年） 二塁手／工藤 大樹（4年）
遊撃手／橋本 譲二（3年） 外野手／石田 翔（3年）

敢　闘　賞／佐藤 貴紀（4年）

準硬式野球

●平成14年4月
北東北大学野球春季
一部リーグ戦
5勝3敗2分
準優勝 富士大学

硬式野球

●平成14年６月８日～９日
（法政大学多摩グランド）
第２１回全日本大学王座決定戦
東日本第２代表決定予選会
男子　富士大学０－７東京農業大学
女子　富士大学１－９駿河台大学

グランドホッケー

●平成１４年５月１９日（東北大学川内体育館）
東北学生剣道選手権大会
第３位　土屋　雄一（3年）
第９位　永洞　博之（4年）
第４９回全日本学生剣道東西対抗
優秀選手賞　土屋雄一

剣　　道

☆主将　片倉隆由（３年）
新チーム初公式戦、初タイトル。技術的には、まだまだ未熟なチー

ム。一人一人が野球を楽しむことを前提に試合した結果が優勝につ
ながった。この結果に満足せず、これからも精進していきたい。

準決勝 富士大学１１－４東北学院大学
決勝 富士大学３×－２弘前大学

第３位 ２回戦　　富士大学 ７－４福島大学
準々決勝　富士大学１１－１弘前大学
準決勝　　富士大学 ０－１東北福祉大学

準硬式野球

初優勝

硬式野球

準優勝 準 決 勝　富士大学２－１八戸大学
決　　勝　富士大学０－０岩手大学 ＰＫ戦 ４－５

サッカー

男子１回戦　富士大学０－３福島大学

バドミントン

準優勝 男子２回戦 富士大学７－０山形大学
３回戦 富士大学４－１東北福祉大学
決 勝 富士大学０－４秋田経済法科大学

柔　　道
卓　　球

男子 １００ｍ ５位 竹田　和生（3年）
５０００ｍ ３位 遠藤　和幸（3年）

１１位 斉藤　祐一郎（2年）
１００００ｍ ７位 沼澤　伸壽（1年）
３０００ｍ障害走 ４位 佐藤　利永（2年）
４×１００ｍリレー ７位 佐藤 智則（2年）松本 一也（2年）

小澤 慎二（2年）日下 博一（2年）
走高跳 ７位 佐藤　智則（2年）
棒高跳 優勝 鈴木　悠祐（2年）

女子 ４００ｍ ７位 戸来　　歩（2年）
８００ｍ ８位 戸来　　歩（2年）
やり投げ ４位 岡本　　歩（2年）

男子 第３位
２回戦　
富士大学５－０福島大学
準決勝　
富士大学１－３東北福祉大学

女子　第３位
２回戦　富士大学３－０宮城教育大学
準決勝　富士大学１－３東北学院大学

男子 1回戦 富士大学７７－８１福島大学

女子 第３位
2回戦 富士大学７１－６５福島大学
準決勝 富士大学６８－９４東北学院大学

男子団体 第３位 決勝トーナメント
準決勝（2回戦） 富士大学１－３東北学院大学

個人 奥山　久（2年） 第８位
女子団体 第８位　 決勝トーナメント

1回戦　　富士大学０－３東北学院大学

陸上競技

バスケットボール

剣　　道
男子 第５位

２００ｍ自由形
軽部　章太郎（4年） 2分０４秒７１

水　　泳

平成14年度東北地区大学総合体育大会結果

学外オリエンテーションています。本学独自の行灯神輿

はとても評判がよく、夜になって

行灯に火が灯ると、周りからの歓

声が聞こえてくるほどです。

今年の学生の参加申込は9月

9日から13日まで、学生課で受

付しています。多数の参加をお

待ちしています。

チャグチャグ馬っ子制作中 チャグチャグ馬っ子制作中 

土屋雄一（3年）

岩手県一般女子及び総合女子大会 優勝

盛岡コース　岩手山をバックに小岩井農場にて
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私達は大学が休みの土曜
日、花巻市下根子の周辺で清
掃奉仕に取り組みました。地
域の一員として環境美化に協
力しようと、学友会が初めて企
画したものです。学友会役員
や運動部の学生ら約50人が
参加し、路上のごみを丁寧に
拾い集めました。国道4号線か
ら大学へ向う桜並木のいわゆ
る"学園通り"周辺には学生の
寮やアパートが多く、学生たち
は班ごとに分かれ、燃えるごみ、
燃えないごみを分別しながらビ
ニール袋に収集したほか、街
路樹の根元の草取りも行いま

図書館司書講習

現在私は、株式会社仙台
水産で水産物卸売業に従事
しています。
簡単に説明すると全国各

地から集荷した魚をベンダー
を通して全国の量販店へ販
売するといった仕事をしてい
ます。ちなみに北上のジャス
コや盛岡や花巻のアルテマ
ルカンへも販売しています。
さて自分自身の大学生活
を振り返ってみますと、何を
とってもクラブ活動が一番に
出てきます。四年間陸上部
で過ごした日々は大学生活
における最高の財産になって
います。
私が大学生活を終え社会

人となった今思うことは、人
は何か夢中になれるものをも

今回は、平成12年度に卒業された、鈴木潤一さんをご紹
介いたします。

今年、本学に中国から11名、
韓国から2名合計13名の留学
生が入学して来ました。その
13名の留学生にどんな「夢」
を持っていますかと聞いてみま
した。

どうか、この夢を実現するように
留学生の皆さんの健闘を祈りた
いと思います。

ハンキタイ

韓 基 泰
夢…韓国が
早く統一する
事です。そして、韓国
のサッカーが世界で一番にな
る事です。

ハス

哈　斯
夢…大学院
に入る事です。

ショルカ

夢…大学を
卒業したら、
大学院に入っ
て博士になりたいです。

平成14年5月19日（日）中
国・吉林農業大学代表団と
の交流懇談会・意見交換会
が本学６号館２階応接会議
室で行われました。
吉林農学大学との交流

は、本学の国際交流計画の
もとに、昨年12月、高橋入試
部長らが理事長・学長の親
書を持参し、吉林農業大学
の李学長・張外事事務担当
者と協議して、今後両大学間
で学術交流、留学生の推薦
及び受入れ、教職員や学生
間の交流を行うことを合意し

国際交流推進
中国・吉林農業大学交流

第2回スポーツフェスティバル

H14年度入学留学生13名の夢

っていると日々の生活が楽し
くなるということです。皆さん
も何か夢中になれるものを見
つけてください。勉強でもク
ラブ活動でも遊びでも何でも
いいと思います。今しか出来
ないことを一生懸命してくだ
さい。きっと未来は明るいも
のになるでしょう。
今後の皆さんの活躍を期

待しております。

した。
作業中には、住民から「ご

苦労さま」とねぎらいの言葉が
掛かり、私達の励みになりまし
た。身近なボランティアとして、
住民の皆さんに協力してもら
いながら続けていきたいと思
います。

ていたところです。
今回の懇談会・意見交換

会は、岩手大学農学部創立
100周年記念事業に参加す
るために来日したことを機
に、薜副学長ら5人の代表団
と今後の交流をスムーズに
すすめるための話し合いをし
ました。
吉林農業大学は、中国東

北部吉林省にあり、農学部を
はじめ工学・教育学部などが
有る学生数10,000人を超す
中国国立総合大学です。

今年も7月1日（月）から9月
12日(木)までの約2ヶ月半にわ
たって文部科学大臣委嘱図
書館専門職員養成講習が開
講されています。夏の司書講
習により司書の資格が取得で
きる大学は極めて少ないこと
から、北海道から関西・北陸ま
での各地から受講生が来て
います。今年の受講者数は、
司書コース61名・司書補コー
ス19名です。
連日の集中講義という厳し

いなか、講義では受講生の中
の現職者の方の体験談や先
生方のユニークな話を交え、
実際に製本したり、受講生自
身が好きな本について紹介
し、本の楽しさを学び合ったり

エクステンションセンター発足

務員講座と各種資格講座の
運営を引き受け、学生達のス
キルアップや就職に有利な資
格取得をバックアップすること
を業務としました。
従来公務員講座と各種資

格講座は、別個に実施されて
いましたが、エクステンション
センターが一括して引き受け
ることにより、一層効率的な運
営を行い、学生達が進路を切
り開くことを力強くバックアッ
プしたいと考えています。

今年度から新たにエクステ
ンションセンターが発足しまし
た。エクステンションセンターは、
大学と社会との関係を深め、
社会貢献することを本来的な
課題としています。
本学では、予てから地域経

済文化研究所が花巻市民セ
ミナー等の公開講座を開講し
ている実績があります。
そこで公開講座等は、引き

続き研究所が担当すること
とし、当面エクステンションセ
ンターは、既に発足している公

本学より各県の国体に向

けた代表選手として23名

が選抜されました。10月

中旬に行われる国民体育大

会秋季大会（高知国体）へ

向けて8月下旬に行われる

東北ミニ国体に出場しま

す。

柔道競技
右から池田　晋平（3年）青森　　　

高橋　平 （2年）岩手　　　　
菊地　佑介（１年）青森

陸上競技
右から遠藤　和幸（3年）宮城

田中久美子（2年）宮城　　　　
鈴木　悠佑（２年）福島
山陰　洋佑（２年）岩手

グランドホッケー競技
右から佐藤　照美(1年)岩手

千葉　千代(1年)宮城
菊池千亜紀(1年)岩手

卓球競技
右から竹内　健治（４年）岩手

工藤　耕也（４年）岩手
長谷川文康（２年）岩手
駒形　元気（２年）岩手
野沢　紘子（職員）岩手

バスケットボール競技
右から中村友子（３年）岩手

下佐裕美（３年）岩手
石田　恵（２年）岩手

ソフトボール競技
右から門脇　彩 （１年）秋田

五十嵐美緒（１年）山形
三澤　由香（１年）岩手
斉藤　万萌（１年）山形
斉藤　明菜（１年）青森
秋葉由香里（１年）山形

貸借対照表（平成14年3月31日現在） （単位：千円）

成年男子
ホッケー競技監督
西田範次
（助教授）岩手

成年男子
卓球競技監督
小田桐憲仁
（職員）岩手

が置かれ、経営や資金調達
などの面が欠落しがちです。
本学の場合はシーズ（新しい
技術等の種）を開発するだ
けでなく、ベンチャー起業化
に向け、経営に力点を置い
た調査研究を進めることとし
ています。
本プロジェクト発足に当た

って梶村委員長は「ベンチ
ャービジネスのシーズは、新
技術や新素材、新製品、新
システム、新サービスなどさま
ざまある。既存企業を含め、
有望なシーズがあれば分社
化、市場公開を目指して支
援活動を積極的に行ってい
きたい」と話しています。

このプロジェクトの目的は、
本学の教育目標の一つであ
る「地域社会への奉仕と貢
献」の一環として、地域産業
の活性化に貢献することと、
「創造的・実践的な知性の開
発」を遂行するために、プロ
ジェクトの成果を授業やゼミ
ナール等の教育の現場に反
映させることであります。
プロジェクトは4年計画で、
学内のVB委員会（委員長・
梶村悠教授・メンバー12人）
が中心となって進められま
す。
ベンチャービジネスの立ち

上げは全国的に行われてい
るものの、物を造ることに主眼

学校法人富士大学の決算内容については、これまで公表する適当な媒

体がなく、公表していませんでしたが、『広報富士大学』も創刊から丸2

年が経ち、発行も定期化してきましたので、『広報富士大学』の紙面に

公表することとしました。公表内容は、学校法人会計基準（文科省令第

18号）に基づいて作成された公認会計士監査済の「貸借対照表

「資金収支計算書」、「消費収支計算書」です。なお、見やすくするため

に、配置の変更、項目の簡素化、金額表示単位の変更（単位未満切り

捨て）を行っています。

平成14年6月12日（水）本学
グランドにて、FUJI SPORTS
FESTIVAL（学内体育大会）
が実施され、小雨がぱらつくあ
いにくの天候ではあったが、昨
年と同様に盛り上がりを見せ
ていました。
本大会の実施に当たって学

友会執行委員らは、梅雨空の
中、当日の朝まで、大会会場を

グランドにするか、スポーツセ
ンターにするかの決断に頭
を悩まされていたようでした。
開会式では、学友を代表

して仝麗華・山田和利が、教
員からは野々垣勇教授・崔
粛京助教授が選手宣誓を
し、競技が開始されました。
競技内容は、小山田学長

と全学生によるジャンケン大

会から始まり、障
害物競走1（ドリ
ブル、ダンボール
やネットくぐりetc
…）、2（恒例激
辛シュークリーム
etc…）、綱引き、
ミニサッカー、部
活対抗リレー、障
害物競走3（恒
例ぐるぐるバット、
命令書による変
装etc…）、大玉

送りと競技の進行に多少の
遅れはあったものの、順調に
進みました。しかし、最終競技
が行われる頃、雨が激しくな
り、学友会執行委員はやむを
得ず、最終競技を残して終了
することを決断しました。
学生達は、競技開始時か

ら一つ一つの競技に熱戦を
展開し、かなりのやる気が感

ハンボウゼン

韓 保 全
夢…大学
院に入る
事です。そ
して、日本の京
都と奈良へ行って、旧い建築、
寺や神社、庭園が見たいで
す。

バグビョンジュ

朴 炳 柱
夢…花を
栽培する事
です。そして、日本
人のように日本語を話す事
です。

バヤリト

巴雅尓図
夢…自分
で会社を
経営する事で
す。そして、いつか歌手にな
りたいです。

トンレイカ

仝 麗 華
夢…両親
のため立派
な人物になる
事です。

チョウショウカイ

張 少 海
夢…卒業
後、貿易関
係の仕事に就
きたいです。

アグダム　　　

阿古達木
夢 … 卒 業
後、帰国し教
師になる事で
す。

チョウイセイ

張 維 青　
夢…卒業後
自分の会社を創
設して、自分で経営したいです。

リュウカイリュウ

劉 海 龍　
夢…大学
で経営法
学を学び、卒
業後は詳細に、研
究していきたいです。

ガチントウ

賀 青 桃
夢…証券
アナリスト
の仕事がし
たいです。

ハイチョウ

拜 超
夢…世界
各国に旅
行することで
す。

ミニ国体代表選手23名決まる

と様々な形式で進められてい
ます。また『児童サービス論』
では、子供に対する読み聞か
せを行い、「それぞれの語りが
巧みで、絵本の世界に思わず
迷い込んでしまいそう」と受講
生の声も聞こえてくるほどで
す。
その他、行事としては受講
生同士や先生方と親睦を深
める茶話会・花巻市内を観光
して歩くバスハイクなど、受講
生が主体となって企画されて
います。
厳しい勉学のなか年齢・職

業の枠を超え、様々な人との
出会いがあり、素晴らしい仲
間達と充実した日々を送って
います。

大学周辺清掃奉仕宮下結花 さんから

じられました。また、教職員達
も、学生達と一緒になって汗
を流すことができ、喜びの笑
顔を見せていました。
雨のため最終競技のチー

ム対抗リレーを実施すること
ができなかった事について、
学生達の「やりたかった！」と
残念そうな声も聞こえてきまし
た。しかし、スポーツフェステ
ィバルの実施によって、全学
生と教職員共に、汗を流し親
睦を深めることができました。

ベンチャービジネス（VB）
調査研究プロジェクト発足

学校法人富士大学の平成13年度決算

資産の部
科　　目　　　　　　　 金　額

固定資産 5,396,790
有形固定資産 5,091,447
土地 80,527
建物 4,182,205
構築物 253,954
教育研究用機器備品 145,848
その他の機器備品 11,886
図書 412,014
車輌 3,960
建設仮勘定 1,050

その他の固定資産 305,343
電話加入権 1,483
長期貸付金 2,210
出資金 1,250
有価証券 300,400

流動資産 2,339,784
現金預金 2,308,477
未収入金 29,281
貯蔵品 718
前払金 1,307

資産の部会計 7,736,575

（「資産の部合計」―「負債の部合計」）または（「基本金の部合計」＋「消費収支差額の部合計」）を「自己資金」と

いいます。これは、一般企業の「資本勘定」または「純資産」に当たります。この金額は平成13年度末で、

6,726,416千円ですが、前年度（平成12年度）末は6,690,038千円でした。従って平成13年度1年間で自己

資金が36,378千円増加したことになります。

ペイオフ解禁に備
え、運用資産の一部
を安全有利な有価証
券で運用することに
しました。

「長期借入金」「短期
借入金」の科目があ
りません。学校法人
富士大学は無借金経
営です。

「基本金」は、企業会
計の「資本金」にあ
たるものですが、同
じではありません。

第1号基本金
教育研究用の固定資
産を購入すると同額
の基本金を積む必要
があります。

第4号基本金　
恒常的に保持すべき
資金として積む必要
がある基本金です。

14年度の入学金、授
業料などです。

負債の部
科　　目　　　　　　　　　　　金　額

固定負債 150,357
退職金給与引当金 150,357

流動負債 859,801
未払金 32,016
前受金 760,255
預り金 67,528

負債の部合計 1,010,158

基本金の部
科　　目　　　　　　　　　　　金　額

第1号基本金 7,081,619
第4号基本金 106,000

基本金の部合計 7,187,619

消費収支差額の部
科　　目　　　　　　　　　　　金　額

翌年度繰越消費支出超過額 461,202
消費収支差額の部合計 △461,202

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計 7,736,575

平成13年度（平成13年4月1日～平成14年3月31日）資金収支計算書 （単位：千円）

収入の部
科　　目　　　　　　　 金　額

学生生徒等納付金収入 1,278,430
手数料収入 22,501
寄付金収入 7,746
補助金収入 105,326
資産運用収入 10,636
事業収入 123,568
雑収入 49,095
前受金収入 760,255
その他の収入 441,420
資金収入調整勘定 △953,414
前年度繰越支払資金 2,451,154
収入の部合計 4,296,720

支出の部
科　　目　　　　　　　　　 金　額

人件費支出 712,242
教育研究経費支出 269,655
管理経費支出 302,786
施設関係支出 18,639
設備関係支出 41,355
資産運用支出 240,400
その他の支出 437,759
資金支出調整勘定 △34,597

次年度繰越支払資金 2,308,477
支出の部合計 4,296,720

平成13年度（平成13年4月1日～平成14年3月31日）消費収支計算書 （単位：千円）

ペイオフ解禁に備え、
安全有利な公社債で
の運用を増やしまし
た。

基本金へ57,406
千円組入れた結
果、当年度消費支
出は21,028千円
の支出超過となり
ました。基本金組
入れ前のいわゆる
帰属収支（帰属収
入―消費支出）は
36,378千円の収
入超過になってい
ます。

公務員講座（経済学）授業風景

実践的教育の充実を

収入の部
科　　目　　　　　　　 金　額

学生生徒等納付金 1,278,430
手数料 22,501
寄付金 10,891
補助金 105,326
資産運用収入 10,636
事業収入 123,568
雑収入 49,095
帰属収入合計 1,600,448
基本金組入額 △57,406
消費収入の部合計 1,543,042
当年度消費支出超過額 21,028
前年度繰越消費支出超過額 440,174
翌年度繰越消費支出超過額 461,202

支出の部
科　　目　　　　　　　　　 金　額

人件費 720,753
教育研究経費 535,098
管理経費 305,684
資産処分差額 0
徴収不能額 2,534

消費支出の部合計 1,564,070
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